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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電話回線とＩＰ回線を収容し、外線と内線との接続を制御するＩＰ対応構内電話交換装
置において、
主装置内に、
前記ＩＰ回線と接続されるＩＰ外線処理ユニットおよびＩＰ内線処理ユニットと、
ＰＣＭデータを伝達するＰＣＭデータハイウェイと、
パケットデータを伝達するパケットデータハイウェイと、
前記ＰＣＭデータハイウェイと前記パケットデータハイウェイを切替えるハイウェイ切替
手段と、
ＩＰ内線またはＩＰ外線との間を、前記パケットデータハイウェイによりパケットデータ
を伝送し、前記ＩＰ内線または前記ＩＰ外線からのパケットデータを交換するパケットデ
ータ用タイムスイッチと、
外線または内線との通信形態を判別する通信形態認識手段を具備し、
発信時または着信時に双方向ＩＰパケットによる通信であると前記通信形態認識手段が認
識した場合、前記ＰＣＭデータハイウェイを、前記パケットデータハイウェイに切替え、
前記ＩＰ外線処理ユニットと前記ＩＰ内線処理ユニットの間を、前記パケットデータハイ
ウェイを介してデータ伝送すると共に、前記ＩＰ外線処理ユニットおよび前記ＩＰ内線処
理ユニットは入力されたパケットデータを復号化または符号化せずにＩＰ回線に送出する
ことを特徴とするＩＰ対応構内電話交換装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話回線とＩＰ回線を収容し、外線と内線との接続を制御するＩＰに対応可
能とした構内電話交換装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、構内電話交換装置においては、データ交換方式として時分割交換（タイムスイッ
チ）が主流であり、ＩＰ回線またはＩＰ端末からの音声データ（ＩＰパケット）を前記タ
イムスイッチを介してデータ交換する。しかし、前記タイムスイッチはアナログ音声をデ
ィジタル化したＰＣＭ信号により入出力する必要があり、ＩＰ回線またはＩＰ端末からの
音声パケットはパケット分解した上で音声データを復号化し、ＰＣＭ信号としてタイムス
イッチに入力する必要があった。逆に、タイムスイッチからの音声データは符号化した後
音声パケット（ＩＰパケット）に組み立てＩＰ端末またはＩＰ回線に出力する必要があっ
た。
【０００３】
　上述のような構内電話交換装置において、前記交換装置と内線ＩＰ端末との間にゲート
ウェイなどのインタワーク手段を内線ＩＰ端末に対応して設け、内線ＩＰ端末間の経路設
定にあたっては、前記インタワーク手段が、交換装置からの通知に従って接続先のインタ
ワーク手段との中継経路を確立し、内線ＩＰ端末からの経路確立要求により、該中継経路
を利用して音声パケット経路を内線ＩＰ端末間に設定することが提案されている（特許文
献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－６９６５２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記技術は、構内電話交換装置のＩＰネットワークを経由して内線ＩＰ端末間のパケッ
ト中継経路を設定しているが、この音声通信システムは、交換装置とゲートウェイとイン
タワーク手段に分離されており、高価となるという問題がある。そして、この音声通信シ
ステムは、内線ＩＰ端末間のパケット経路設定に関してのみを対象としており、ＩＰ端末
と交換装置に収容されるＩＰネットワークとの接続に関しては考慮されていない。
【０００５】
　すなわち、既存のボタン電話装置をＩＰ回線に対応するようにＩＰ化（ＶｏＩＰ）する
場合、ＩＰ内線およびＩＰ外線ユニットを追加することで内線／外線個々にはＩＰ化を実
現できるが、ＩＰ構内電話交換装置（ＩＰ－ＰＢＸ）と同様に内外線間も含めてすべてＩ
Ｐで処理を行おうとすると、高価なルータやレイヤ２／３スイッチが必要となる。一方、
ルータやスイッチ等を用いずに従来のＰＣＭデータ用ハイウェイ経由でＩＰ内外線ユニッ
ト間を接続すると音声の符号化／復号化やパケットの組立／分解等が発生し、遅延時間も
大きくなるという問題を生じる。
【０００６】
　本発明は、内線に接続されたＩＰ電話機等のＩＰ端末（以下、内線ＩＰ端末と表記する
）とＩＰ網との間の通信においてＰＣＭデータ用ハイウェイを使用せず、本装置内の別に
設けた専用中継経路を使用することで符号化／復号化等の処理をなくし、遅延時間を減ら
すことによって通話品質の向上をはかるとともに、高価なルータやスイッチ等を必要とし
ない経済的な交換装置を構成することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、電話回線とＩＰ回線を収容し、外線と内線との接続を制御するＩＰ対応構内
電話交換装置において、主装置内に、前記ＩＰ回線と接続されるＩＰ外線処理ユニットお
よびＩＰ内線処理ユニットと、ＰＣＭデータを伝達するＰＣＭデータハイウェイと、
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パケットデータを伝達するパケットデータハイウェイと、前記ＰＣＭデータハイウェイと
前記パケットデータハイウェイを切替えるハイウェイ切替手段と、ＩＰ内線またはＩＰ外
線との間を、前記パケットデータハイウェイによりパケットデータを伝送し、前記ＩＰ内
線または前記ＩＰ外線からのパケットデータを交換するパケットデータ用タイムスイッチ
と、外線または内線との通信形態を判別する通信形態認識手段を具備し、発信時または着
信時に双方向ＩＰパケットによる通信であると前記通信形態認識手段が認識した場合、前
記ＰＣＭデータハイウェイを、前記パケットデータハイウェイに切替え、前記ＩＰ外線処
理ユニットと前記ＩＰ内線処理ユニットの間を、前記パケットデータハイウェイを介して
データ伝送すると共に、前記ＩＰ外線処理ユニットおよび前記ＩＰ内線処理ユニットは入
力されたパケットデータを復号化または符号化せずにＩＰ回線に送出することを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、内線に接続されたＩＰ端末とＩＰ網との間の通信において、装置内に
別に設けた専用中継経路を使用することで符号化／復号化等の処理をなくし、遅延時間を
減らすことができ、通話品質の向上をはかるとともに、高価なルータやスイッチ等を必要
としない経済的な構内電話交換装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　図１は、本発明にかかるボタン電話装置（構内電話交換装置）の全体構成図である。本
発明にかかるボタン電話主装置１は、主装置制御部１１と、パケットＨＷ用ＴＳＷ１２と
、ＰＣＭデータＨＷ用タイムスイッチ（以下、ＰＣＭＨＷ用ＴＳＷと表記することがある
）１３と、少なくとも１つの外線ユニット１４と、少なくとも１つの内線ユニット１５と
、少なくとも１つのＩＰ外線ユニット１６と、少なくとも１つのＩＰ内線ユニット１７と
を有して構成される。ボタン電話主装置１は、電話回線（ＰＳＴＮ）３１とＩＰ回線（Ｉ
Ｐ網）３５を収容し、内線非ＩＰ端末（例えば、ＰＳＴＮ回線対応のボタン電話機）４１
および内線ＩＰ端末（例えば、ＩＰ電話機）４５を接続する。ＩＰ内線ユニット１７と内
線ＩＰ端末４５は、ハブ（ＨＵＢ）４９を介して接続される。ここで、電話回線（ＰＳＴ
Ｎ）３１は、アナログ電話回線およびＩＳＤＮ回線の総称である。非ＩＰ端末４１は、Ｉ
Ｐに対応していない従来のアナログ電話機やボタン電話機等の総称である。また、ＩＰ端
末４５は、ＩＰ電話機やパソコンを利用したソフトホン等の総称である。
【００１３】
　主装置制御部１１は、ボタン電話主装置全体の制御を行う手段である。主装置制御部１
１は、内線ＩＰ端末４５からの発信を受け付けた場合は、ＩＰ外線ユニット１６およびＩ
Ｐ内線ユニット１７に対して相手先に応じて音声データの行き先を切替えるよう指示する
。また、ＩＰ外線ユニット１６と、ＩＰ内線ユニット１７に対して、使用するＨＷが、パ
ケットデータＨＷ１２１，１２２かＰＣＭデータＨＷ１３３，１３４かの切替えを指示す
る。
【００１４】
　パケットＨＷ用ＴＳＷ１２は、パケットデータＨＷ１２１とパケットデータＨＷ１２２
の間でＩＰパケットを宛先に対応したタイムスロットに乗せ替える手段である。
【００１５】
　ＰＣＭＨＷ用ＴＳＷ１３は、ＰＣＭデータＨＷ１３１～１３４の間でＰＣＭデータを宛
先に対応したタイムスロットに乗せ替えを行う手段である。
【００１６】
　外線ユニット１４は、ＰＣＭＨＷ用ＴＳＷ１３と電話回線（ＰＳＴＮ）３１との間の接
続を行う手段である。
【００１７】
　内線ユニット１５は、ＰＣＭＨＷ用ＴＳＷ１３と内線非ＩＰ端末４１との間の接続を行
う手段である。
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【００１８】
　ＩＰ外線ユニット１６は、ＩＰ回線（ＩＰ網）３５との間で接続を行う手段であり、Ｉ
Ｐ回線側とＩＰプロトコルの終端を行うとともに、主装置制御部１１からの宛先情報に従
って所定のアドレスをつけたＩＰパケットをＩＰ回線３５に送出する。なお、ＰＣＭデー
タＨＷ１３３経由の非ＩＰ端末４１からの音声データ（ＰＣＭ）については、ＰＣＭデー
タを符号化（Ｇ７１１，Ｇ７２９等）した上でＩＰパケット化してＩＰ回線３５に送出す
る。
【００１９】
　ＩＰ内線ユニット１７は、内線ＩＰ端末４５との間で音声データの送受信を行う手段で
あり、ＵＤＰ／ＩＰパケットのみを扱い、音声ＲＴＰ制御のみを行う。
【００２０】
　内線非ＩＰ端末４１と電話回線（ＰＳＴＮ）３１間で音声通信を行う場合は、内線ユニ
ット１５－ＰＣＭデータＨＷ１３２－ＰＣＭＨＷ用ＴＳＷ１３－ＰＣＭデータＨＷ１３１
－外線ユニット１４経由で通信を行う。
【００２１】
　内線ＩＰ端末４５とＩＰ回線３５間で音声通信を行う場合は、ＩＰ内線ユニット１７－
パケットデータＨＷ１２２－パケットＨＷ用ＴＳＷ１２－パケットデータＨＷ１２１－Ｉ
Ｐ外線ユニット１６を経由して、パケット形態のまま通信を行う。ＰＣＭデータＨＷを選
択するかパケットデータＨＷを選択するかの切替えは、主装置制御部１１からの指示によ
って行われる。ＩＰ外線ユニット１６では、主装置制御部１１からの宛先指示により、Ｉ
Ｐ回線３５に発信する。内線ＩＰ端末４５－ＩＰ網３５で通信を行うときに、パケットデ
ータＨＷを使用してパケットのままＩＰ内線ユニット１７とＩＰ外線ユニット１６との間
で伝送処理することにより、パケットの分解／組立処理、音声データの符号化／復号化処
理に伴う遅延の発生を抑制できる。
【００２２】
　内線ＩＰ端末４５は、例えばＩＰ電話機であり、ＬＡＮインタフェースと、符号化／復
号化部を含む制御部と、ハンドセットと、スピーカと、キーおよびＬＥＤ点灯制御部と、
表示器としてのＬＣＤとを有して構成される（図示せず）。
【００２３】
　ＨＵＢ４９を介して内線ＩＰ端末４５と主装置制御部１１を結ぶＬＡＮインタフェース
は、主装置制御部１１と内線ＩＰ端末４５との間で呼制御情報パケットの送受信を行う手
段である。
【００２４】
　図２を用いて、主装置制御部１１の機能構成を説明する。主装置制御部１１は、ＬＡＮ
ドライバ部１１１、ＩＰパケットプロトコル制御部１１２と、通信制御部１１３と、ＩＰ
内線／ＩＰ外線制御ドライバ部１１４とを有して構成される。
【００２５】
　ＬＡＮドライバ部１１１は、内線ＩＰ端末４５とのＩＰパケットデータの送受信制御を
する手段であり、ＩＰ端末４５からのダイヤル情報等のＩＰパケットを受信し、ＩＰパケ
ットプロトコル制御部１１２へ渡す働きを有している。
【００２６】
　ＩＰパケットプロトコル制御部１１２は、ＴＣＰ／ＩＰパケットを送受信し、ＴＣＰ／
ＩＰパケットの組立、分解を行う手段である。
【００２７】
　通信制御部１１３は、内線ＩＰ端末４５のフック状態を検出したりダイヤル情報を検出
するとともに、送出ハイウェイ（ＨＷ）の切替え指示、ＩＰパケットの送出先指示など、
本装置の通信全体の制御を行う手段である。
【００２８】
　ＩＰ内線／ＩＰ外線制御ドライバ部１１４は、通信制御部１１３からの指示に基づき、
ＩＰ内線ユニット１７およびＩＰ外線ユニット１６に対して接続ＨＷ（ＰＣＭデータＨＷ
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１３４，１３３、パケットデータＨＷ１２２，１２１）の切替えおよび宛先情報を通知す
る手段である。
【００２９】
　ここで、ハイウェイとして、パケットデータＨＷとＰＣＭデータＨＷのどちらを選択す
るかは、通信制御部１１３内の通信形態認識部で通信形態を判別し、外線側と内線側の双
方ともＩＰパケットによる通信であると認識された場合、パケットデータＨＷを選択する
。なお、通信形態の認識手段は、例えば、呼情報中の宛先情報や発着信ポート番号と内外
線の回線種別や端末種別の対応テーブルにより判定可能である。
【００３０】
　図３を用いて、本発明にかかるボタン電話主装置１を構成する、ＩＰ外線ユニット１６
、ＩＰ内線ユニット１７の機能構成を説明する。ハードウェアとしては、ＩＰ外線ユニッ
ト１６およびＩＰ内線ユニット１７は同じ構成である。すなわち、ＩＰ外線ユニット１６
は、ＩＰ外線ユニット制御部１６１と、経路切替ＳＷ１６２と、ＩＰインタフェース１６
３と、呼情報解析部１６４と、ＣＯＤＥＣ１６５とを有して構成される。ＩＰ外線ユニッ
ト制御部１６１および呼情報解析部１６４は、主装置制御部１１へ接続される。経路切替
ＳＷ１６２は、ＩＰインタフェース１６３を経由してＩＰ網（回線）３５に接続されると
ともに、パケットデータＨＷ１２１に接続されてパケットＨＷ用ＴＳＷ１２と、ＣＯＤＥ
Ｃ１６５を経由してＰＣＭデータＨＷ１３３とに接続される。同様に、ＩＰ内線ユニット
１７は、ＩＰ内線ユニット制御部１７１と、経路切替ＳＷ１７２と、ＩＰインタフェース
１７３と、ＣＯＤＥＣ１７５とを有して構成される。ＩＰ内線ユニット制御部１７１は、
主装置制御部１１へ接続される。経路切替ＳＷ１７２は、ＩＰインタフェース１７３を経
由してＩＰ端末４５に接続されるとともに、パケットデータＨＷ１２２に接続されてパケ
ットＨＷ用ＴＳＷ１２と、ＣＯＤＥＣ１７５を経由してＰＣＭデータＨＷ１３４とに接続
される。
【００３１】
　ＩＰ外線ユニット制御部１６１は、主装置制御部１１からのＨＷ切替情報に基づいて経
路切替ＳＷ１６２の経路を、パケットデータＨＷ１２１またはＰＣＭデータＨＷ１３３の
いずれかに切り替えるＨＷ切替制御信号を出力する。
【００３２】
　経路切替ＳＷ１６２は、ＩＰ外線ユニット制御部１６１からのＨＷ切替制御信号によっ
て、パケットデータＨＷ１２１またはＰＣＭデータＨＷ１３３のいずれかをＩＰインタフ
ェース１６３へ接続する。
【００３３】
　ＩＰインタフェース１６３は、ＩＰ網３５に接続されるインタフェースであり、音声の
ＩＰパケットデータの送受信機能や着信の呼情報を呼情報解析部１６４へ送出する機能を
有している。
【００３４】
　呼情報解析部１６４は、ＩＰインタフェース１６３への着信から抽出した呼情報を解析
して、着信先を認識する手段である。すなわち、ＩＰ網３５との間でＳＩＰ等のＩＰ電話
プロトコルにより呼制御情報のやり取りを行う過程で着信先を認識する。
【００３５】
　ＩＰ外線ユニット制御部１６１は、主装置制御部１１からの接続ＨＷ（ＰＣＭデータＨ
Ｗ、パケットデータＨＷ）の切替指示に基づきＨＷの切替およびＨＷを使用した音声デー
タの送受信制御を行う。すなわち、アナログ電話機等の非ＩＰ端末や電話回線（ＩＳＤＮ
回線、アナログ回線等）との音声通信時にはＰＣＭデータＨＷを使用し、ＰＣＭ信号で通
信を行う。ＩＰ内線ユニットとＩＰ外線ユニット間の音声通信時にはパケットデータＨＷ
を使用し、音声パケットのまま通信を行う。
【００３６】
　ＣＯＤＥＣ（符号化／復号化部）１６５は、ＩＰインタフェース１６３から受信した音
声パケットデータの復号化を行いＰＣＭデータとしてＰＣＭデータＨＷ１３３に送出する
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。また、逆にＰＣＭデータＨＷ１３３から受信した音声のＰＣＭ信号を符号化して経路切
替ＳＷ１６２－ＩＰインタフェース１６１を経由してＩＰ網３５へ出力する。
【００３７】
　図１に示すボタン電話主装置１における動作の概要を説明する。まず、内線ＩＰ端末４
５からＩＰ回線３５に発信した時の動作は、内線ＩＰ端末４５がオフフックしダイヤルす
るとその情報がＩＰパケットで主装置制御部１１に送信される。主装置制御部１１は、こ
の発信情報を受信してＩＰ回線への通信であるか否かを判別し、ＩＰ回線３５への発信と
認識したＩＰ端末４５に対して、音声パケットデータを送出するＩＰ内線ユニット１７の
宛先を通知し、ＩＰ外線ユニット１６、ＩＰ内線ユニット１７に対しては音声中継経路と
してパケットデータＨＷ１２２，１２１へＨＷ切替指示を送出してＨＷの切替を指示する
。ＨＷ切替指示を受けたＩＰ外線ユニット１６、ＩＰ内線ユニット１７は、使用するＨＷ
をパケットデータＨＷに設定して音声パケットデータの中継を行う。
【００３８】
　次に、内線ＩＰ端末からＰＳＴＮ（既存回線）に発信した時の動作を説明する。ＩＰ端
末４５がオフフックしダイヤルするとその情報がＩＰパケットで主装置制御部１１に送信
される。主装置制御部１１は、この発信情報を受信してＩＰ回線への通信であるか否かを
判別し、ＩＰ回線への通信ではなく電話回線（ＰＳＴＮ）への発信と認識した主装置制御
部１１は、内線ＩＰ端末４５に対しては音声パケットデータを送出するＩＰ内線ユニット
１７の宛先を通知し、ＩＰ内線ユニット１７に対しては音声中継経路としてＰＣＭデータ
ＨＷ１３４への切替を指示する。ＨＷ切替指示を受けたＩＰ内線ユニット１７は、使用す
るＨＷをＰＣＭデータＨＷ１３４に設定して、内線ＩＰ端末４５から受信した音声パケッ
トデータの分解、復号化を行いＰＣＭで中継を行う。
【００３９】
　［ＩＰ端末からＩＰ回線への発信シーケンス］以下、図４を用いて、ＩＰ端末４５から
ＩＰ網３５への発信のシーケンス処理の概要を説明する。シーケンス図は、通信制御プロ
トコルとしてＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）を適
用し、ＩＰ端末４５がＩＰ網３５に接続し通話までの流れを記している。予め、ＩＰ端末
３５とボタン電話主装置１間はＴＣＰコネクションが確立されている。ＩＰ端末の制御部
はオフフックしたことをＴＣＰを用いて主装置制御部１１へＴＣＰで通知する（Ｓ０１）
。主装置制御部１１はオフフックを検出すると、ＩＰ内線ユニット制御部１７１に対して
ＩＰ端末４５のアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＱ９３１メッセージで通知(表示要
求)する（Ｓ０２）。同様に主装置制御部１１はＩＰ端末４５に対して、ＩＰ内線ユニッ
ト１７のＩＰアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＴＣＰで通知(音声ポート通知)する（
Ｓ０３）。主装置制御部１１は、主装置内部のトーン（ＳＤＴ）を内線ＩＰユニット１７
に接続し、ＩＰ内線ユニット１７で符号化された音声パケット（ＳＤＴ）をＩＰ端末４５
にＵＤＰで通知する（Ｓ０４）。ＩＰ端末４５内部で復号化されてトーン（ＳＤＴ）が聴
取される。
【００４０】
　ＩＰ端末４５操作によりＩＰ外線が捕捉されると、ＩＰ端末４５制御部は、ＴＣＰを用
いて主装置制御部１１へＩＰ外線補足を通知する（Ｓ０５）。主装置制御部１１は、主装
置内部のトーンをＤＴに切替えることで、ＩＰ端末４５でＤＴ聴取となる（Ｓ０６）。
【００４１】
　ＩＰ端末４５は、ＤＴを聴取すると、相手ダイヤル情報を順次ＴＣＰで主装置制御部１
１へ通知する（Ｓ０７）。
【００４２】
　主装置制御部１１は、最終ダイヤル情報を受信すると、ＩＰ外線ユニット制御部１６１
にダイヤル情報を格納したＱ９３１呼設定メッセージを送信する（Ｓ０８）。
【００４３】
　Ｑ９３１呼設定メッセージを受信したＩＰ外線ユニット制御部１６１は、その情報より
ＳＩＰメッセージを組立てＶｏＩＰ網（ＩＰ網）３５に対してＩｎｖｉｔｅメッセージを
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送信する（Ｓ０９）。これと同時に外線ＩＰユニット制御部１６１は、主装置制御部１１
にＱ９３１呼設定受付メッセージを送信する（Ｓ１０）。
【００４４】
　ＩＰ外線ユニット制御部１１は、ＶｏＩＰ網３５からの暫定応答(ＳＩＰ：１００Ｔｒ
ｙｉｎｇ)を受信し（Ｓ１１）、その後、相手が呼び出されたことを示す、ＳＩＰ：１８
０Ｒｉｎｇｉｎｇレスポンスを受信する（Ｓ１２）と、主装置制御部１１にＱ９３１呼出
メッセージを送信する（Ｓ１３）。
【００４５】
　Ｑ９３１呼出メッセージを受けた主装置制御部１１は、主装置内部のトーン（ＲＢＴ）
を、ＰＣＭデータＨＷを介してＩＰ内線ユニット１７１に接続し、トーン(ＲＢＴ)を通知
する(Ｓ１４)。ＩＰ内線ユニット１７１は、トーン(ＲＢＴ）を符号化した音声パケット
（ＲＢＴ）をＩＰ端末４５にＵＤＰで通知する（Ｓ１４）。ＩＰ端末４５は、音声パケッ
ト（ＲＢＴ）を、ＩＰ端末４５内部で復号化してトーン（ＲＢＴ）が聴取される。
【００４６】
　ＩＰ外線ユニット制御部１６１は、相手が応答することによりＶｏＩＰ網３５からＳＩ
Ｐ２００ＯＫレスポンス(相手応答)を受信する（Ｓ１５）と、Ｑ９３１応答メッセージを
主装置制御部１１に通知する（Ｓ１６）。そして、ＩＰ外線ユニット制御部１６１は、Ｖ
ｏＩＰ網３５へ２００ＯＫレスポンスを受信したことを通知するＳＩＰ：ＡＣＫを返送す
る（Ｓ１７）。
【００４７】
　主装置制御部１１は、ＩＰ内線ユニット制御部１７１へ音声パケット転送切替を専用イ
ンタフェース通信で指示し（Ｓ１８）、ＩＰ内線ユニット１７１では音声パケット転送専
用のパケットデータＨＷの通信に切替える。また、主装置制御部１１は、ＩＰ外線ユニッ
ト制御部１６１へ音声パケット転送切替を専用インタフェース通信で指示し（Ｓ１９）、
ＩＰ外線ユニット１６１では音声パケット転送専用のパケットデータＨＷの通信に切替え
る。
【００４８】
　このようにＩＰ外線ユニット内部の符号化／復号化とＩＰ内線ユニット内部の符号化／
復号化を経由することなく、パケットデータＨＷを使用して音声パケット通信を行い、ま
た音声パケット蓄積用のバッファを介することなくＵＤＰ音声通信が行われるため、音声
再生時の遅延を少なくすることができる。
【００４９】
　［ＩＰ回線からＩＰ端末への着信のシーケンス］以下、図５を用いて、ＩＰ回線（ＩＰ
網）３５からＩＰ端末４５への着信のシーケンス処理の概要を説明する。シーケンス図は
外線ＩＰ網３５からＩＰ端末４５に着信し通話までの流れを記している。予め、ＩＰ端末
４５とボタン電話主装置１間はＴＣＰコネクションが確立されている。まず、ＩＰ外線ユ
ニット制御部１６１が、ＶｏＩＰ網（ＩＰ網）３５からＳＩＰで着信Ｉｎｖｉｔｅメッセ
ージを受信する（Ｓ２１）と、ＩＰ外線ユニット制御部１６１は、ＶｏＩＰ網３５へＳＩ
Ｐで暫定応答（１００Ｔｒｙｉｎｇ）を送信する（Ｓ２２）とともに、ＩＰ外線ユニット
制御部１６１から主装置制御部１１にＱ９３１で呼設定メッセージを送信して、着信を通
知する（Ｓ２３）。
【００５０】
　呼設定を受けた主装置制御部１１は、外線ＩＰユニット制御部１６１にＱ９３１で呼設
定受付メッセージを送信する（Ｓ２４）とともに、ＩＰ端末４５の制御部に対してＴＣＰ
を用いて着信情報を通知する（Ｓ２５）。着信情報が通知されることで、ＩＰ端末４５が
着信鳴動する。また、主装置制御部１１はＩＰ外線ユニット制御部１６１に対してＱ９３
１で呼出メッセージを送信する（Ｓ２６）。
【００５１】
　主装置制御部１１より呼出メッセージを受信したＩＰ外線ユニット制御部１６１はＶｏ
ＩＰ網３５に対してＳＩＰで１８０Ｒｉｎｇｉｎｇを送信する（Ｓ２７）。
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【００５２】
　ＩＰ端末４５が応答操作してオフフック情報をＴＣＰにて主装置制御部１１へ通知する
（Ｓ２８）。
【００５３】
　オフフック情報を検出した主装置制御１１は、ＩＰ内線ユニット制御部１７１に対して
ＩＰ端末４５のアドレスと音声通信用ＵＤＰポート（表示要求）をＱ９３１メッセージで
通知する（Ｓ２９）。同様に主装置制御１１は、ＩＰ端末４５に対して、ＩＰ内線ユニッ
トのＩＰアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＴＣＰで通知する（Ｓ３０）。さらに、オ
フフック情報を受けて主装置制御部１１は、ＩＰ外線ユニット制御部１６１に対してＱ９
３１で応答メッセージを送信する（Ｓ３１）。
【００５４】
　応答メッセージを受けた外線ＩＰユニット制御部１６１はＶｏＩＰ網３５にＳＩＰで２
００ＯＫを送信する（Ｓ３２）。
【００５５】
　主装置制御部１１は、専用インタフェースでＩＰ内線ユニット制御部１７１へ音声パケ
ット転送切替を指示し、ＩＰ内線ユニット１７内部のＣＯＤＥＣ１７５を介さない音声パ
ケット転送専用通信に切替える（Ｓ３３）。また、主装置制御部１１は、専用インタフェ
ースでＩＰ外線ユニット制御部１６１へ音声パケット転送切替を指示し、ＩＰ外線ユニッ
ト１６内部のＣＯＤＥＣ１６５を介さない音声パケット転送専用通信に切替える（Ｓ３４
）。
【００５６】
　ＶｏＩＰ網３５は、２００ＯＫレスポンスに対しＩＰ外線ユニット制御部１６１へＳＩ
ＰでＡＣＫを返送する（Ｓ３５）。
【００５７】
　外線ユニット１６１内部の符号化／復号化処理とＩＰ内線ユニット内部の符号化／復号
化処理を経由することなく、パケットデータＨＷを使用し音声パケット通信を行い、また
、符号化／復号化処理で必要となる音声パケット蓄積用のバッファ（図示せず）を介する
ことなく音声通信が行われるため、音声再生時の遅延を抑制することができる。
【００５８】
　［ＩＰ端末からＰＳＴＮへの発信のシーケンス］図６を用いて、ＩＰ端末４５からＰＳ
ＴＮ（電話回線）３１への発信時のシーケンス処理の概要を説明する。シーケンス図はＩ
Ｐ端末４５がＰＳＴＮ３１に接続して通話するまでの流れを記している。予め、ＩＰ端末
４５と主装置１間はＴＣＰコネクションが確立されている。まず、ＩＰ端末４５の制御部
は、オフフックしたことをＴＣＰで主装置制御部１１へ通知する（Ｓ４１）。
【００５９】
　主装置制御部１１は、オフフック情報を検出すると、ＩＰ内線ユニット制御部１７１に
対してＩＰ端末４５のアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＱ９３１メッセージで通知す
る（Ｓ４２）。主装置制御１１は、同様にＩＰ端末４５に対して、ＩＰ内線ユニット１７
１のＩＰアドレスと音声通信用ＵＤＰポート（音声ポート通知）をＴＣＰで通知する（Ｓ
４３）。次いで、主装置制御１１は、主装置内部のトーン（ＳＤＴ）を内線ＩＰユニット
１７１に接続し、ＩＰ内線ユニットで符号化された音声パケット（ＳＤＴ）をＩＰ端末４
５にＵＤＰで通知する。ＩＰ端末４５内部でトーン（ＳＤＴ）は復号化されてトーン（Ｓ
ＤＴ）が聴取される（Ｓ４４）。ＩＰ端末４５の操作により外線捕捉が送信されるとＩＰ
端末４５制御部はＴＣＰを用いて、外線捕捉を主装置制御部１１へ通知する（Ｓ４５）。
【００６０】
　外線捕捉を受けた主装置制御部１１は、外線ループＯＮ要求を専用インタフェースで外
線ユニット１４へ通知する（Ｓ４６）。主装置制御部１１からの外線ループＯＮ要求を受
けた外線ユニット１４はループＯＮする。
【００６１】
　主装置制御部１１は、ＩＰ内線ユニット１７１及び外線ユニット１４を接続するために



(9) JP 4087371 B2 2008.5.21

10

20

30

40

50

ＰＣＭデータＨＷへの切替えを行う（Ｓ４７）。
【００６２】
　ＰＳＴＮ網３１からの網ＤＴが、外線ユニット１４からＰＣＭデータＨＷを介してＩＰ
内線ユニット１７１まで到達し、ＩＰ端末４５に対して音声パケットで送信される（Ｓ４
８）。
【００６３】
　ＩＰ端末４５の操作によりダイヤル情報がＴＣＰ送信され主装置制御部１１が受信する
（Ｓ４９）と、外線ユニット１４がループ断続（ＤＰ）にてＰＳＴＮ網３１へダイヤル送
信する（Ｓ５０）。
【００６４】
　ＰＳＴＮ網３１からのＲＢＴが、外線ユニット１４からＰＣＭデータＨＷを介してＩＰ
内線ユニット１７１まで到達し、ＩＰ端末４５に対して音声パケットで送信される（Ｓ５
１）。
【００６５】
　相手が応答すると、ＩＰ内線ユニット１７１は、ＰＣＭデータＨＷを介した音声をＩＰ
端末４５との間で音声パケット送受信する（Ｓ５２）。
【００６６】
　［ＰＳＴＮからＩＰ端末への着信のシーケンス］図７を用いて電話網（ＰＳＴＮ）３１
からの着信処理のシーケンスの概要を説明する。シーケンス図はＰＳＴＮ３１からＩＰ端
末４５に着信し通話までの流れを記している。予め、ＩＰ端末４５と主装置１間はＴＣＰ
コネクションが確立されている。まず、主装置制御部１１が、ＰＳＴＮ３１から外線ユニ
ット１４への着信を検出する（Ｓ６１）と、主装置制御部１１は、ＩＰ端末４５制御部へ
ＴＣＰで着信を通知する（Ｓ６２）。
【００６７】
　ＩＰ端末４５が応答操作して主装置制御部１１へオフフック情報をＴＣＰにて通知する
（Ｓ６３）。
【００６８】
　主装置制御部１１は、オフフックを検出すると、ＩＰ内線ユニット制御部１７１に対し
てＩＰ端末４５のアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＱ９３１メッセージで通知する（
Ｓ６４）とともに、ＩＰ端末４５に対して、ＩＰ内線ユニットのＩＰアドレスと音声通信
用ＵＤＰポートをＴＣＰで通知する（Ｓ６５）。また、主装置制御部１１は、外線ユニッ
ト１４に、専用インタフェースで外線ループＯＮ要求を通知する（Ｓ６６）。主装置制御
部１１からのループＯＮ要求を受けて外線ユニット１４がループＯＮすることによりＰＳ
ＴＮ３１との間は通話中となる。
【００６９】
　ＩＰ内線ユニット１７１は、ＰＣＭデータＨＷを介した音声をＩＰ端末４５との間で音
声パケット送受信する（Ｓ６７）。
【００７０】
　［ＩＰ端末から非ＩＰ端末への発信シーケンス］図８を用いて、ＩＰ端末４５から多機
能内線電話機である非ＩＰ端末４１への発信のシーケンスの概要を説明する。シーケンス
図はＩＰ端末４５が多機能内線電話機４１に接続し通話までの流れを記している。予め、
ＩＰ端末４５と主装置１間はＴＣＰコネクションが確立されている。まず、ＩＰ端末４５
の制御部は、オフフックしたことをＴＣＰを用いて主装置制御部１１へ通知する（Ｓ７１
）。
【００７１】
　主装置制御部１１は、オフフックを検出すると、ＩＰ内線ユニット制御部１７１に対し
てＩＰ端末４５のアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＱ９３１メッセージで通知する（
Ｓ７２）とともに、ＩＰ端末４５に対して、ＩＰ内線ユニット１７１のＩＰアドレスと音
声通信用ＵＤＰポートをＴＣＰで通知する（Ｓ７３）。
【００７２】
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　主装置制御部１１は、主装置内部のトーン（ＳＤＴ）を内線ＩＰユニット１７１に接続
し、主装置制御部１１からＩＰ内線ユニットで符号化された音声パケット（ＳＤＴ）をＩ
Ｐ端末４５にＵＤＰで通知する（Ｓ７４）。音声パケット（ＳＤＴ）は、ＩＰ端末４５内
部で復号化されてトーン（ＳＤＴ）が聴取される。
【００７３】
　ＩＰ端末４５の制御部は、ダイヤル情報をＴＣＰで主装置制御部１１へ通知する（Ｓ７
５）。主装置制御部１１は、ダイヤル情報を蓄積する。
【００７４】
　主装置制御部１１は、蓄積したダイヤル情報より該当する多機能内線電話機を決定し、
多機能内線ユニット制御部１５を経由して多機能内線電話機４１へ着信通知を送信する（
Ｓ７６）。これにより多機能電話機４１は鳴動して着信を報知する。
【００７５】
　主装置制御部１１は、主装置内部のトーン（ＲＢＴ）を内線ＩＰユニット１７１に接続
し、ＩＰ内線ユニット１７１で符号化された音声パケット（ＲＢＴ）をＩＰ端末４５にＵ
ＤＰで通知する（Ｓ７７）。音声パケット（ＲＢＴ）は、ＩＰ端末４５内部で復号化され
てトーン（ＲＢＴ）が聴取される。
【００７６】
　多機能内線電話機４１が応答すると、主装置制御部１１へオフフックが通知される（Ｓ
７８）。
【００７７】
　主装置制御部１１は、オフフックを受信すると、ＲＢＴを停止した後、ＩＰ内線ユニッ
ト１７１と多機能内線ユニット１５を接続し、ＰＣＭデータＨＷを介し音声通信となる（
Ｓ７９）。
【００７８】
　［非ＩＰ端末からＩＰ端末への発信のシーケンス］図９を用いて、多機能内線電話機で
ある非ＩＰ端末４１からＩＰ端末４５への発信処理のシーケンスの概要を説明する。シー
ケンス図は多機能内線電話機４１からＩＰ端末４５に着信し通話までの流れを記している
。予め、ＩＰ端末４５と主装置間はＴＣＰコネクションが確立されている。まず、多機能
内線電話機４１の制御部は、オフフックしたことを多機能内線ユニット１５経由で主装置
制御部１１へ通知する（Ｓ８１）。
【００７９】
　主装置制御部１１は、多機能内線ユニット制御部１５を経由して多機能内線電話機４１
の制御部へ表示要求を送信する（Ｓ８２）とともに、主装置内部のトーン（ＳＤＴ）を多
機能内線ユニット１５に接続して、多機能内線電話機４１へトーン（ＳＤＴ）を送信する
（Ｓ８３）。多機能内線電話機４１は、トーン（ＳＤＴ）を聴取する。
【００８０】
　多機能内線電話機４１からのダイヤル情報を多機能内線ユニット１５経由で主装置制御
部１１へ送信する（Ｓ８４）。
【００８１】
　主装置制御部１１は、ダイヤル蓄積情報よりＩＰ端末４５の制御部へＴＣＰにより着信
通知することで着信鳴動する（Ｓ８５）。また、主装置制御部１１は、主装置内部のトー
ン（ＲＢＴ）を多機能内線ユニット１５に接続し、多機能内線電話機４１へトーン（ＲＢ
Ｔ）を送信する（Ｓ８６）。多機能内線電話機４１はトーン（ＲＢＴ）聴取する。
【００８２】
　ＩＰ端末４５は、着信応答してＴＣＰでオフフック情報を主装置制御部１１へ送信する
（Ｓ８７）。
【００８３】
　主装置制御部１１は、オフフック情報を検出すると、ＲＢＴを停止した後、ＩＰ内線ユ
ニット１５の制御部に対してＩＰ端末４５のアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＱ９３
１メッセージで通知する（Ｓ８８）とともに、ＩＰ端末４５に対して、ＩＰ内線ユニット
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１７１のＩＰアドレスと音声通信用ＵＤＰポートをＴＣＰで通知する（Ｓ８９）。
【００８４】
　主装置制御部１１は、ＩＰ内線ユニット１７１と多機能内線ユニット１５を接続し、Ｐ
ＣＭデータＨＷを介し音声通信となる（Ｓ９０）。
【００８５】
　このようにして、内線ＩＰ端末とＩＰ網の通話の場合は、符号化／復号化処理を伴なわ
ないパケットデータＨＷを経由で通話することができる。
【００８６】
　［遅延時間比較］　以下、ＩＰ回線３５から内線ＩＰ端末４５に音声データが伝達され
るときの遅延時間について、従来のＰＣＭデータＨＷ経由および本発明のパケットデータ
ＨＷ経由の比較を以下に説明する。
【００８７】
　[ＰＣＭデータＨＷ経由の場合]
(１)ＩＰ外線ユニット１６では、ＩＰ回線３５より受信した音声パケットの揺らぎ吸収の
ためのジッタバッファによる遅延、ＣＰＵにてＩＰパケットを分解して音声データを取り
出す処理遅延、ＣＯＤＥＣで音声データを復号しＰＣＭデータＨＷに送出する遅延が存在
して合計で通常１００ｍｓ程度遅延する。
(２)ＩＰ内線ユニット１７では、ＰＣＭデータＨＷより受信した音声データをＣＯＤＥＣ
で符号化する遅延、ＣＰＵでＩＰパケットに組み立ててＩＰ端末４５側へ送出する遅延が
存在して合計で通常３０ｍｓ程度遅延する。
(３)ＩＰ端末（内線ＩＰ電話機）４５では、ＬＡＮインタフェースより受信した音声パケ
ットの揺らぎ吸収のためのジッタバッファによる遅延、ＣＰＵにてＩＰパケットを分解し
て音声データを取り出す処理遅延、ＣＯＤＥＣで音声データを復号しＤ／Ａ変換し音声を
出力する遅延が存在して、合計で通常１００ｍｓ程度遅延する。
したがって、ＰＣＭデータＨＷ経由の場合は、遅延時間２３０ｍｓ程度となる（ここで、
遅延時間は一例である）。
【００８８】
　[パケットデータＨＷ経由の場合]
(１)ＩＰ外線ユニット１６では、ＩＰ回線３５より受信した音声パケットの音声データ部
分のみを取り出しパケットデータＨＷに送出するだけであるのでほとんど遅延が発生せず
、通常５ｍｓ程度の遅延ですむ。
(２)ＩＰ内線ユニット１７では、パケットデータＨＷより受信した音声データをＩＰパケ
ットに組み立ててＬＡＮインタフェースより送出するだけであるのでほとんど遅延が発生
せず、通常５ｍｓ程度の遅延ですむ。
(３)ＩＰ端末（内線ＩＰ電話機）４５では、ＬＡＮインタフェースより受信した音声パケ
ットの揺らぎ吸収のためのジッタバッファによる遅延、ＣＰＵにてＩＰパケットを分解し
て音声データを取り出す処理遅延、ＣＯＤＥＣで音声データを復号しＤ／Ａ変換し音声を
出力する遅延が存在して、合計で通常１００ｍｓ程度遅延する。
従って、パケットデータＨＷ経由の場合は、遅延時間１１０ｍｓ程度となる（ここで、遅
延時間は一例である）。
【００８９】
　このように、本発明のパケットデータＨＷを使用した場合の方が、明らかに遅延時間が
少ないことがわかる。
【００９０】
　なお、実施例（図１）において、パケットデータＨＷは複数のＩＰ外線ユニットおよび
ＩＰ内線ユニットとパケットＨＷ用ＴＳＷをシリアルに接続する配線としているが、本発
明はこれに限るものではない。すなわち、パケットデータＨＷは音声パケット専用の伝送
経路の総称であり、ＩＰ外線ユニットおよびＩＰ内線ユニットが各１ユニットで各ユニッ
トのパケットデータに入出力ポートが１ポートである場合には、図１におけるパケットＨ
Ｗ用ＴＳＷは不要であり、パケットデータＨＷはＩＰ外線ユニットとＩＰ内線ユニットと
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【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明にかかるボタン電話主装置の全体構成を説明する図。
【図２】本発明にかかるボタン電話主装置の主装置制御部の機能構成を説明する図。
【図３】本発明にかかるボタン電話主装置のＩＰ外線ユニットおよびＩＰ内線ユニット。
【図４】内線ＩＰ端末からＩＰ回線への発信処理のシーケンス図。
【図５】ＩＰ回線から内線ＩＰ端末への着信処理のシーケンス図。
【図６】内線ＩＰ端末からＰＳＴＮへの発信処理のシーケンス図。
【図７】ＰＳＴＮから内線ＩＰ端末への着信処理のシーケンス図。
【図８】内線ＩＰ端末から内線非ＩＰ端末（多機能内線電話機）への発信処理のシーケン
ス図。
【図９】内線非ＩＰ端末（多機能内線電話機）から内線ＩＰ端末への発信処理のシーケン
ス図。
【符号の説明】
【００９２】
１：ボタン電話主装置、１１：主装置制御部、１２：パケットＨＷ用ＴＳＷ、１３：ＰＣ
ＭＨＷ用ＴＳＷ、１４：外線ユニット、１５：内線ユニット、１６：ＩＰ外線ユニット、
１７：ＩＰ内線ユニット、３１：ＰＳＴＮ（電話網）、３５：ＩＰ網、４１：非ＩＰ端末
（多機能内線電話機）、４５：ＩＰ端末、４９：ＨＵＢ、１１１：ＷＡＮ／ＬＡＮドライ
バ部、１１２：ＩＰパケットプロトコル制御部、１１３：通信制御部、１１４：ＩＰ内線
・ＩＰ外線制御ドライバ部、１２１，１２２：パケットデータＨＷ、１３１～１３４：Ｐ
ＣＭデータＨＷ、１６１：ＩＰ外線ユニット制御部、１６２：経路切替ＳＷ、１６３：Ｉ
Ｐインタフェース、１６４：呼情報解析部、１６５：ＣＯＤＥＣ、１７１：ＩＰ内線ユニ
ット制御部、１７２：経路切替ＳＷ、１７３：ＩＰインタフェース、１７５：ＣＯＤＥＣ
【図１】

【図２】

【図３】
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